
　　　　＜発達心理学科専門科目・学部共通科目＞　履修系統図

（　　　）内は配当年次
【心理学基礎】

公認心理師の職責
（1）

【公認心理師】【心理学方法】
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心理学概論Ａ
（1）

心理学概論Ｂ
（1）

臨床心理学概論
（1）

発達心理学
基礎演習Ａ（1）

発達心理学
基礎演習Ｂ（1）

心理統計法ⅠＡ
（1）
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心理統計法ⅠＢ
（2）

心理統計法Ⅱ
（2）

産業・組織心理学
（2~4）

学習・言語心理学
（2~4）

発達心理学概論Ａ
（2）

発達心理学概論Ｂ
（2）

発達臨床心理学概論
（2）

論文講読基礎演習
（2）

英語論文講読演習
（2）

＜発達支援＞
高度専門分野

司法・犯罪心理学
（2~4）

神経・生理心理学
（2~4）

教育・学校心理学
（3･4）

心理学実験Ⅱ
（2）

心理学実験Ⅰ
（2）

人体の構造と機能及び
疾病（1）

健康・医療心理学
（1）

精神疾患とその治療
（3･4）

心理的アセスメントＡ
（3･4）

発達心理学演習
B･E･F･J（3･4）

臨床心理学特講Ａ
(4）

福祉心理学
（1）

心理学的支援法
（2~4）

臨床心理学演習
A･B･C･D（3･4）

心理アセスメントＢ
（3･4）

心理演習
（3･4）

知覚・認知心理学
（3･4）

感情・人格心理学
（3･4）

社会・集団・家族心理学
（3･4）

児童文化･子ども社会学
（3･4）

子ども観察
（3･4）

応用的関連分野

キャリア研究
（2）

＜発達心理学＞ ＜臨床心理学＞

発達心理学特講
Ａ･B･C･D（3･4）

発達心理学演習Ａ･C
D･G･H･I･K･L（3･4）

【DP④】胎児期から老年期にいたる生涯発達の標準形と多様性を、生物学的・社会文化的な背景とともに理解している。すなわち人間は遺伝学的・生得的に規定されると同時に、どのような環境で育ち大人に
なっていくかという社会文化的文脈によっても大きく左右されるという生涯発達心理学の考え方を身につけ、人間を発達的視点から捉えることができる。

【DP⑤】人生のさまざまな時期に遭遇する発達的な課題や危機を理解し、発達障害や精神疾患等の臨床的な問題とそれらへの対応に関する専門知識を、人々の心の健康の増進を図るためのスキルとして活かす
ことができる。
【DP⑥】実験や調査、観察などの心理学の基本的な方法を身に付けるとともに、それを使って現代社会の発達心理学的課題を積極的に見出して探求することができる。
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心理学研究法Ⅰ
（3）

心理学研究法Ⅱ
（3）心理実習

（3･4）

臨床心理学
（3･4）

▲▲

障害者・障害児心理学
（3･4）

児童文化･民俗と子ども
（3･4）

児童文化･子ども論
（3･4）

【学部共通】

卒　　業　　論　　文

＊卒業要件：1年次から4年次の間に
8単位以上履修すること。

人への理解と支援

学校と発達
（1～4）

子どもと社会
（1～4）

子どもとファンタジー
（1～4）

子どものイメージ
（1～4）

▲

現代社会と生涯発達
（1～4）

ジェンダーと社会
（1～4）

子育て支援論
（1～4）

子どもと福祉
（1～4）

家庭の教育・地域の教育
（１～4）

関係行政論
（2~4）
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